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1･ ギンポシキンウワバの幼虫の令期間におけ る頭部の成長 につし､て (殺虫剤の生物試

験用昆虫の飼育 にかんす る諸問題 第 13報)長沢純火 ()京都大El':化学研究所 武居研琴室)
31.1.20.受理｡

ギンポS'キンウワ/<の幼虫を一定の投琉条件下で飼育 し,.それらの説幅を逐次測定した結果か

ら令期間における成長の匠令を小栖本統計の理論にもとづいて考察 した｡

Ⅰ.緒 言■

比較的少数の幼虫を一正の環墳条作下においてm休

別に飼育し,それ らの重刑稲を逐次測捉した紙料 こもと

づいて,令偶rttJの成長の度合を小折本統計の見地から

男実!することは,さきに BIJIssandIieardl)によっ

て OTICOL,eZtusfasciaLl/S(Dュll.),を材料にしてなさ

れたが.甥者1,5･6)もモンシロチョウおよび ヨトウガ

の幼虫について村た汎定結穴にこの方法を適Ff]し,両

者ともその頭巾訓ま大体 Gain9SandCampbel13)の写
次式によってしめされ うる成長過程をたどることをあ

さらかにした｡ここにはさらにギンポシキンウワバに

ついてえた測定結只をおなじ方法をもらいて検討考黙

した結果をしるす｡

本文にはいるにさきだち, この実験をおこないまと

めるにきいして,いろいろ御助力いただいた柴田砂田

子掛 こ拝謝の意をゴミする次爪である｡

ⅠL.測定材料および;則豆方法

ここで汎FEをおこなった材料は,1955年9月上旬に,

7.J古槻市所在の京都大学員学部附属摂津農場のキャベツ

栽培地において採袋した,ひとつの卵塊に出発するも

のである｡

これらは9月15日脚化の日か ら直径 3.0cm,高さ

1.5cm のペ トT)-シャ.-レに1個体づついれて.料

25oC, 関係況既 89% の環硫条件下で, コマツナを

印として飼印された｡ij'd幅の測妃は,柘日一定時刻に

オキエラーミクロメーターを袋現した双眼朝敵鍬 こよ

っておこない,このとき食餌班物は新鮮なものととり

かえるようにした｡

TIT.測 定 結 果 ､

抄とつの卵姐から卿化した 19個体の幼虫のうち,

1例附 ま途巾で粒死したが他はすべて最終令にいたる

までの飼狩に成功した｡しかし,これはみなおなじ経.

過をしめきず,15個体は5令をへて蛸となったが,

のころ3仰桝 は6令を経過した｡それ故,ここでは,

これ らのnIJ定結果をそれぞれ節1表左3分の2,･およ

Tal)1c1. ATcnnlVidthofhc;tdeapsulcinlogarithmsineachinstar~inthe15individualsof
P/'ylomeLraornaLisslmalValkcrrLoIJlte'14times;y-1+log(mm).
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び2訪‡として別々にかかげ,以後の考矧 こはいること

とする｡しかしてこれらの数値は同一令鞘内の毎日の

洲従帆はこれを平均して代表他とし,その対数をもと

めて.さらにそれへ1を加えたものである｡それは昆

山の成長を表示する Dyar巴)および Gainesand

CamplJel13)の式は,両者とも測定値の対数と令期の

故との捌係をしめすものであることと,あわせて対数

に変換されたその数値の負をなくして,以後の計節を

容易ならしめようとした考慮の結果にはかならない｡

TillJlC2. Width ofhead capsule in

logarithmsineachinstarinthe3individuals
ofP7JyLOmeLraoynalissi仇aWa)kermoulted
5times;y-1+log(mni).

Widthinlogarithms〟foriIIStar

lY I y I llI II l町

ⅠV.者 蕪

さきにものべたよぅに,虚血とくに蚊や蛾の幼虫期

Cとぉける令期間の成長 は, 多 くの場合 Dyar空)の

1次式あるいはこれへ,･さらに2次の項を加えた

GainesandCampbellt3)の式のいづれかにあてはめ

て考えることが可能である｡そしてこのいづれにあて

はめるべきかは,小培本統計の理論から容易にきめる

tことが可能である｡すなわち節1衣にかかけたような

測定結果にたいしては,BlissandBeardl)の方法

によって,･まづ orthogolialcoeLLicientxおよびx′

をもうけて,各個休ごとに S(xy)S(S′y)をもとめ,

あわせて各個休群の各令期の測定平均値を娘計し,つ

ぎにそれらの故地を益矧 こして分散分析をおこない,

2次剛 d項の有意性を検定すればよい｡5令盲経過し

鰐 21 番-Ⅰ

た15個体の測定値,すなわち第 1表左3分の2にしめ

した数値について,そうした操作をほどこしてえた数

値が右3分の1および下段の数値である｡､そしてこれ

らの数値をもちいて分散分析をおこなった結果が府3

表で,第 3列日にしめした2次回焔項にかんするFの

値は,0.58<FJ28(0.05)となり,有意性がみとめられ

ない｡すなわちこの場合 Dyar軍)の1.次式をもって

しめすならば充分であることがわかる｡邦1'Rにしめ

した数他にもとづいて,そ0)方程式を鼻下)i:した鮎兜は,

y--0.3878+0.2044Ⅹ

となり,この関係を図示したのがml図である｡なお

ここで Ⅹ は令の敬をしめす｡
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Fig.I.Relationhctwecnmeanlog-wi(Lth
ofbeadcapsuleandinstarnuml)eroflarvae
oLPhyLOmeLTaOrTZatisslma Walkermoulted
4times.

つぎに6令を経過した3鵬休について,Ĵ52奴にし

めした各々の各令期における測定平均値と令政とのLu

係を図にえがいてみよう｡その結氷は第2図のごとく

で, いづれも両者は宙緑の関係になく (;.lines.lIlll

Table3. Analysisofvarianceofthemeanlog-widthsofheadcapsule(×103) insuccessive
instarsofPhyLomeLraOmaLisSimawalkermoulted4times.

Term IDegreesoffreedomISumofsquaresIMeansquareI F

Among larva totals
Regressionon instar

Lineartrend

Simplecurvature

Scatter
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Scatter(error)
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の2次式に_あてはめるべきもののようにみえる｡しか

し,洲;i:偶作がわ,}かに3m休にすぎないから,｣:ら

以上詳しい宅矧 ま,今筏の飼作t!imにまつこととして.

ここではかかる帆LLT沌 しめしている77F火Ti･しろすにと

ゞめる｡
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Fig.2. RelationbetlyeenloglWidthof
head capsuleandinstarnumberoflarvae
of PhyLOmelraor17alE'sSl'maIValher molllted
5times.

. V.摘 要

ギンポシキンウワバの幼虫を,温姥25oC,関係湿度

89%の環境条件下で個体別に飼育し,それらの頭幅を

何日-Ti:時刻に現buした｡5令を経過した胴体の測7i:

統只にもとづいて,令期間における成員のJIlf合を,小

相木の統計理論にてらして検討考訳 した｡この勘合

GnincsandCarnpbel13)の式よりも. I)Y.1rわの式

に,A:りたかい適合兜をしめし,朗鵬の対数に1,1,･く

わえ1.:数伯 y と介の数 X との関係は

y-0.3878+0.2014X

の式,をもってあらわされることを知った｡しかし6令

を経過した胴体についてえ られた測定結果は,逆に

GainesandCampb9113)-の式にあてはめて考える方

がよいような傾向をしめした｡
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R～sume

Underthe(･onditionl)∫25oCand89%relative

hllm)'【lity, thehrvaeofPllytOmeLraornalissi"la

W;一lkcrlVCrerearedonleavesof`̀Komatsuna"

(.lhorticulturalvarietyofByassicacampesErls

L.). Eighteen individuals completed their

develomenttopupa.Butthefifteenindividuals

ofthemmoulted4times,consequentlytheylュad

5instars. And therestofthem moulted 5

times,conseqnentlytheyh;td6instars.Starting

onthedayofhatching,thelVidthatthelargest

partoftllehead capsuleofeach larva Was

measuredonceadaywithanocuhrmicrometer

(TablesIand2).Therestlltofanalysisof

varianceonthedataofthelarmemoulted4

timesdidn'tsholVthesignificanceinthemean

sqllare for the average curvature. D̀yar.'s

formllh w･lSCOnSidercdtohe､moreapplicable

thanGaines.lndCamphell'sfornllll三日Oexpress

the rehtion hehveen.log-width(mm)+1of

thellendcapsllleyandinslarnumberX.The

equation computed isy-0.3S78+0.2014X.On

theotherhand,thedataonthe1.wv.1cmOlllted

5timesshowedth:ttthepごIra]JOh SeemstOhe

agooddescription oftruerchti()n hchyeeny

andX.
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